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頻　度 可能性 重篤度 

リスク 

リスク 
ポイント 

  ＋  ＋  ＝  

体験1　危険性又は有害性の特定  
〔個人作業〕 

　前頁の課題（イラスト）をみて、どんな危険性又は有害性があり、それ

によって、どんな災害が発生するのかを想定しながら、次の①～⑤のキー

ワードを用いて、危険性又は有害性により発生のおそれのある災害を表現

します。 

　イラストに隠された危険の芽と発生のおそれのある災害は、1つや2つ

だけではありません。イメージを膨らませて発生しそうな災害を特定しま

しょう。 

 

①　危険性又は有害性　　　「～に、～と」 

②　労働者　　　　　　　　「～が」 

③　危険性又は有害性と労働者が近づく状態 

　　　　　　　　　　　　　「～するとき、～するため」 

④　安全衛生対策の不備　　「～なので」 

⑤　負傷又は疾病の状況　　「（事故の型）＋（体の部位）を 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～になる、～する」 

 
 

体験2　リスクの見積り 
 

〔個人作業〕 

　体験1で特定されたリスクについて「①労働者が危険性又は有害性に近

づく頻度」　「②危険性又は有害性に近づいたときに、回避できない可能性」

「③危険性又は有害性によって発生する、想定される最も大きな負傷又は疾

病の重篤度」という3つの要素をそれぞれ評価し、その数値結果による『加

算方式』でリスクを見積ります。 


